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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 環境産業部
06063-1 森林病害虫防除事業 室名 森林林業室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民

③
指
標

施策の方向 01:自然資源の保全と多様な生態系の確保 項 農林水産業費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 林業振興費

施
策
体
系

基本施策の大綱 03:健康で自然の恵み豊かな環境の創造 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 04:自然との共生 款 農林水産業費

単位

国庫支出金 所要人員 0.20

人
件
費

総人件費 1,465
事業費 986 451 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

県支出金 469 280

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定

関町新所地内の観音山公園において、松くい虫防除事業として薬剤地上散布（４．１ｈａ）を実施、マツノマダ
ラカミキリの成虫を駆除することで、被害のまん延防止に繋がった。 Ｂ

まずまず進んだ

平成25年度まで実施していた樹幹注入による松くい虫の防除事業が廃止され、また地上散布についても年々県の補助金
が減額されてきており、防除実施が困難になってきた。今後、補助事業廃止も考えられるが、観音山公園は高度公益機能
森林に位置付けられていることから、引き続き松林の保全に取り組む必要性がある。

関町新所地内の観音山公園は、高度公益機能森林区域に位置付けられており、保健休養機能が高いことから、この機能
を維持・発揮するため、事業継続に向けて県に対し予算の確保及び樹幹注入の事業復活の要望を行うとともに、松林を
保全できるような国・県の事業メニューを検討しつつ、松くい虫の防除に努めていく。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 1,465

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
○森林病害虫等防除事業（地上散布）業務委託
　 関町観音山公園一帯４．１ｈａの松林に薬剤散布

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 森林林業室長　村田   博

目
的

概
要

観音山公園を中心に、マツ枯れを防止するため、その原因であるマツノザイセンチュウが寄生するマツノマダラカミ
キリ（松くい虫）の成虫を薬剤散布により駆除する。

平成19年2月に森林病害虫等防除法第7条の規定により、関町新所地内の観音山公園が高度公益機能森林区域に
指定され、保健機能を備えた森林であるとともに、樹木の中心である松が土砂流出防備としており、松くい虫を防除
し、その蔓延を防止し、森林の保全を図る.こととしている。

２７年度

総コスト 1,916

一般財源 517 171

1,465 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

２８年度

4.1
ha

10
ha

③
計画値

④

名称

補足

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値

計画値

実績値
単位

計画値

名称

補足

松木への薬剤地上散布面積

単位


